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文京区アカデミー推進計画（案）の新旧対照表 

令和３年 10 月８日に開催した「令和３年度第５回文京区アカデミー推進協議会」

において配付した文京区アカデミー推進計画素案について、庁内各種会議及びパブ

リックコメントの意見により以下のとおり修正いたしました。 

第１章 計画の趣旨と考え方 

No. ページ 新 旧 

1 Ｐ２ 

１．策定

の背景と

経緯 

平成 21 年に観光・国際交流も

加えた５分野の施策 

 
※以降、「５つの分野」は「５分

野」という表記に統一 

平成 21 年に観光・国際交流も

加えた５つの分野の施策 

2 Ｐ２ 

１．策定

の背景と

経緯 

アカデミー推進部の方向性を示

す新たな計画として 

アカデミー推進部が所管する新

たな計画として 

3 Ｐ３ 

２．計画

の目的 

総合的に事業の展開を図ります 総合的に分野間連携による事業

の展開を図ります 

4 Ｐ３ 

３．計画

の位置付

け 

学習活動、スポーツ、文化芸

術、観光、国内・国際交流の５

分野において、施策を体系的に

展開するための事業計画です 

学習活動、スポーツ、文化芸

術、観光、国内・国際交流の分

野の側面から施策を体系的に展

開するための事業計画です 

5 Ｐ３ 

４．計画

の期間 

（削除） ただし、計画期間中であって

も、今後も予想される社会情勢

の変化に応じて柔軟に取組を検

討していきます。 

特に、本計画策定時は新型コロ

ナウイルス感染症の収束が見通

せていない状況下であったた

め、ウィズコロナの社会及び新

たな生活様式に対応したオンラ

イン等による取組を重視しまし

た。 

しかし、新型コロナウイルス感

染症が収束した後のアフターコ

ロナの社会では、改めて接触型

でのコミュニケーションを重視

し、それまでに蓄積したオンラ

イン等による非接触型のコミュ

ニケーションによる取組を併用

しながら、社会情勢の移り変わ

りに適応した取組を行っていき

ます 

資料３ 
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No. ページ 新 旧 

6 Ｐ４ 

５．計画

の構成 

また、「取組」のうち、他分野

と連携して実施するものは、連

携する分野と具体的な連携内容

がわかるようにしています 

（記載なし） 

7 Ｐ４ 

５．計画

の構成 

（削除） 第３章では、本計画で体系的に

整理した施策を推進する体制

と、計画の点検・評価や事業の

実施状況の把握に関する考え方

を示します 

8 Ｐ５ 

６．基本

理念 

森鷗外や夏目漱石、樋口一葉な

ど近代文学を築いた多くの文人

ゆかりの地であり 

森鷗外や夏目漱石など近代文学

を築いた多くの文人ゆかりの地

であり 

9 Ｐ５ 

６．基本

理念 

人々は新しい生活様式に応じた

日常生活を余儀なくされており 

人々は新たな生活様式に応じた

日常生活を余儀なくされており 

10 Ｐ５ 

６．基本

理念 

このような状況の中で、将来に

わたってだれもが、学び、交流

していくためには、「区内まる

ごとキャンパスに」の考え方を

踏襲し、著しく変化する社会情

勢に柔軟に適応しながら、一人

ひとりの多様性を活かし、だれ

もが・いつでも・どこでも人と

のつながりと心の豊かさを育み

ながら、これまでの価値の継承

と新たな価値の創造を目指す必

要があります 

本区が将来にわたって、だれも

が学び、交流していくために

は、「区内まるごとキャンパス

に」の考え方を踏襲し、一人ひ

とりの多様性を活かし、だれも

が・いつでも・どこでも人との

つながりと心の豊かさを育み、

新たな価値を創造することを目

指す必要があります 

11 Ｐ５ 

６．基本

理念 

５分野の取組について、東京

2020 大会を契機に推進された

分野間の連携も重視しながら、

大会の様々なレガシーを活か

し、多様な地域課題に対応する

とともに 

５つの分野の取組を一体的に展

開し、分野間の連携による取組

も重視しながら、多様な地域課

題に対応するとともに 

12 Ｐ５ 

６．基本

理念 

「文の京」、人とのつながりと

心の豊かさを育みながら、一人

ひとりの多様性を活かし、新た

な価値を創造するまち 

 
※以降、繰り返し出てくる場合も同

様に修正 

人とのつながりと心の豊かさを

育みながら、多様性を活かし、

新たな価値を創造するまち「文

の京」 
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No. ページ 新 旧 

13 Ｐ６ 

７．計画

の推進に

あたって

重視する

３つの視

点 

本区の地域性や豊かな資源を基

盤とし、一人ひとりの多様性を

活かし 

本区の地域性や豊かな資源を基

盤とし、多様性を活かし 

14 Ｐ７ 

７．計画

の推進に

あたって

重視する

３つの視

点 

※図の追加 

「計画の推進にあたって重視す

る３つの視点」 

（記載なし） 

15 Ｐ９ 

①学習活

動 

他人や地域のために活かしたこ

とのある人は 75.7％と多いもの

の、そのうち他人や地域のため

に活かしたことのある人は

19.1％と少なく 

他人や地域のために活かしたこ

とのある人は 75.7％と多いもの

の、他人や地域のために活かし

たことのある人は 19.1％と少な

く 

16 Ｐ11 

⑥横断的

施策に関

する項目 

社会をつくる意識の醸成 社会を生き抜く意識 

17 Ｐ11 

⑥横断的

施策に関

する項目 

こちらも分野により意見は様々

となっています 

国内・国際交流が「観光客や移

住者の増加」が最多であり、こ

ちらも分野により一様ではあり

ませんでした 

18 Ｐ 12 ～

13 

９．計画

の体系 

※基本理念など前後の修正内容

と整合性を図り修正していま

す 
－ 

19 Ｐ14 

スポーツ 

③－ウ 東京 2020 大会におけ

るレガシーの継承と活用 

③－ウ レガシーの継承と活用 

20 Ｐ15 

観光 

③－ア 他分野（スポーツ、文

化芸術等）との融合 

 
※以降、「文化・芸術」は「文化芸

術」という表記に統一 

③－ア 他分野（文化・芸術、

スポーツ等）との融合 

21 Ｐ16 

国内・国

際交流 

①－ア 国内交流自治体の魅力

発信と PR の充実  

①－イ 国内交流自治体との交

流の活性化 

①－ア 交流自治体の魅力発信

と PR の充実  

①－イ 交流自治体との交流の

活性化   
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第２章 ５分野の施策 

１．学習活動 

No. ページ 新 旧 

22 Ｐ20 

② オン

ラインを

活用した

学習機会

の提供と

支援 

これまで行ってきた対面形式の

活動等が難しい状況となり、

ICT を活用したオンライン形式

で事業を実施するなど 

これまで行ってきた対面形式の

活動等が難しい状況となり、事

業をオンライン形式に変更する

など 

23 Ｐ20 

③ 学び

の成果を

生かし活

動へとつ

なげる人

づくり 

しかしながら、このような人材

を活用する仕組みが不十分な状

況です。また、地域の学習活動

を支える中心的役割を担う人材

が不足しており、 

しかしながら、このような人材

を活用する仕組みが不十分であ

るため、地域の学習活動を支え

る中心的役割を担う人材が不足

しており、 

24 Ｐ20 

④ 学習

活動環境

の充実に

向けたネ

ットワー

クの構築 

そのためには、町会や関係機関

など様々なネットワークを構築

するため、区民につながりづく

り、地域づくりに活かす意義や

必要性を伝え、理解してもらう

よう支援することが必要です 

 
※以降、「さまざま」は「様々」と

いう表記に統一 

そのためには、町会や関係機

関、家庭などさまざまなネット

ワークと学習活動を通じて、区

民につながりづくり、地域づく

りに活かす意義や必要性を伝

え、理解してもらうことが重要

です 

25 Ｐ21 

グラフタ

イトル 

これまでに学んだ内容を他人や

地域のために活かすため、区が

より力を入れるべき取組 

これまでに学んだ内容を他人や

地域のために活かした人の割合 

26 Ｐ25 

ウ 身近

な学習環

境の充実 

オンライン形式での講座の実

施、インターネットによる施設

予約の利便性向上や図書館での

電子書籍・オーディオブック等

の資料の充実など、ICT を活用

して学習環境を充実します 

インターネットによる施設予約

の利便性向上をはじめ、図書館

での電子書籍・オーディオブッ

ク等の資料の充実を図るほか、

オンライン形式の講座を実施す

るなど、ICT を活用して学習環

境を充実します 

27 Ｐ26 

② 学び

続けるた

めの活動

の支援 

社会教育関係団体のアカデミー

施設利用者数 

現状値 161,731 人 

（令和元年度） 

社会教育関係団体のアカデミー

施設利用者数 

現状値 38,587 人 

（令和２年度） 
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No. ページ 新 旧 

28 Ｐ29 

■各種講

座・展示

会の企画

への起用 

文の京生涯学習司や文の京地域

文化インタープリター等の活躍

を支援し、文化事業に活かして

いく事業（企画展等）を展開し

ます。 

インタープリターや生涯学習司

等の活躍を支援し、区の文化事

業に活かしていく事業（企画展

等）を展開します。 

 

２．スポーツ 

No. ページ 新 旧 

29 

Ｐ32 

③ スポ

ーツに関

する情報

の発信と

相談体制

の整備 

今後も、求める人に適切なタイ

ミング、方法でスポーツに関す

る情報を確実に提供する工夫や

相談を受ける体制の充実が必要

なほか、障害者スポーツ教室は

周知先を再考し、障害者スポー

ツを観戦・体験することが多く

ない方々にも情報を届けること

が求められています 

今後も、求める人に適切なタイ

ミング、方法でスポーツに関す

る情報を確実に提供する工夫が

必要なほか、障害者スポーツ教

室は周知先を再考し、障害者ス

ポーツに関心がない層にも情報

を届けることが求められていま

す 

30 

Ｐ33 

⑤ スポ

ーツを通

じた交流

の促進 

スポーツを通じた共生社会の実

現に向けては 

共生社会の実現に向けては 

31 

Ｐ35 

① だれ

もがスポ

ーツを身

近に感じ

る機会の

拡充 

だれもがスポーツを身近に感じ

てスポーツを「する」機会を拡

充します。 

だれもがスポーツを身近に感

じ、「する」機会を拡充しま

す。 

32 

Ｐ35 

■区民が

気軽にス

ポーツを

体験でき

る機会の

提供 

屋外スポーツ施設のほか区立学

校等の身近な施設の活用 

屋外スポーツ施設のほか学校等

の身近な施設の活用 

33 

Ｐ36 

イ ユニ

バーサル

スポーツ

の普及振

興 

スポーツを楽しむきっかけとな

る 

スポーツを楽しむきっかけづく

りとなる 
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No. ページ 新 旧 

34 

Ｐ42 

③ スポ

ーツの力

を活用し

た地域づ

くり 

スポーツ団体等との連携・協働

に積極的に取り組むとともに、

必要性を十分に見極め、一つ一

つの内容を充実させることで、

より上質な事業展開を図ります 

スポーツ団体等との連携・協働

にも積極的に取り組みます 

35 

Ｐ42 

③ スポ

ーツの力

を活用し

た地域づ

くり 

スポーツ団体等との連携事業数  

目標値 23 件 

スポーツ団体等との連携事業数  

目標値 20 件 

36 

Ｐ42 

③ スポ

ーツの力

を活用し

た地域づ

くり 

事業参加者の満足度 

現状値 － 

目標値 80％ 

（記載なし） 

37 

Ｐ44 

エ 人材

・組織（

町会・地

域クラブ

）との連

携・協働 

区立学校施設活用などを通して

区民がスポーツに親しむきっか

けを充実します 

学校施設活用などを通して区民

がスポーツに親しむきっかけを

充実します 

38 

Ｐ45 

■多様な

主体によ

るスポー

ツの力の

活用 

区内大学や各種スポーツ団体、

地域の住民の方々により自主

的・主体的に運営されている地

域スポーツクラブ等、本区の多

様な主体が連携・協働して、区

民がスポーツの魅力を体感する

機会を充実します 

区内大学や各種スポーツ団体、

地域の住民の方々が自主的に・

主体的に運営する地域スポーツ

クラブ等、本区の多様な主体

が、連携・協働してスポーツの

魅力を体感する機会を充実する

取組を推進します 
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３．文化芸術 

No. ページ 新 旧 

39 

Ｐ46 

① 文化

芸術に触

れること

ができる

機会の確

保 

オンライン配信等を利用した鑑

賞や練習の機会の確保のほか、

感染症対策を徹底した中での事

業実施の検討等 

オンライン配信等を利用した鑑

賞や勉強の機会の確保のほか、

感染症対策を徹底した中での事

業実施の検討等 

40 

Ｐ47 

② 文化

芸術の次

世代を担

う人材の

育成 

長年にわたり主催してきた文京

区秋の文化祭（華道展・茶会・

書道展・絵画展）や各種文化の

つどい・大会（謡曲大会や合唱

のつどいなど）などの文化事業

は、区民の日頃の成果を発表す

る場となるだけでなく、区内各

文化芸術団体との協働により事

業を実施することから、区の文

化芸術の担い手育成にも寄与し

てきました 

長年にわたり主催してきた文京

区秋の文化祭や各種文化のつど

い・大会などの文化事業は、区

民の日頃の成果を発表する場と

なるだけでなく、区の文化芸術

を担っている区内各種文化団体

との協働により事業を実施する

ものであり、各種文化の担い手

の育成にも寄与してきました 

41 

Ｐ47 

② 文化

芸術の次

世代を担

う人材の

育成 

これまで地域で育まれてきた文

化を次世代につなぐためにも、

担い手を育成することが喫緊の

課題となっています。そのため

には、多くの区民に文化芸術に

興味・関心を 

これまで地域で育まれてきた文

化を次世代につなぐためにも、

文化の担い手を育成することが

喫緊の課題となっています。担

い手育成のためには、多くの区

民に文化芸術に興味・関心を 

42 

Ｐ47 

② 文化

芸術の次

世代を担

う人材の

育成 

文化芸術の担い手の育成にあた

っては、現在の主な担い手とな

っている中高年層が、子ども達

に文化芸術の楽しさを伝える世

代間交流事業の充実を図るほ

か、学習分野との連携により、

文化芸術への入り口となる機会

や子ども達のニーズに合ったプ

ログラムを提供することで、文

化芸術への興味・関心を高める

ことが求められます 

文化の担い手の育成にあたって

は、現在の主な担い手となって

いる中高年層が、子ども達に文

化芸術の楽しさを伝える世代間

交流事業の充実を図るほか、学

習分野との連携により、文化芸

術への入り口となる機会を提供

することや子ども達のニーズに

合った文化芸術プログラムを提

供することで、興味・関心を高

めることが求められます。 

43 

Ｐ49 

（３）施

策体系の

考え方 

文化芸術を停滞させることな

く、だれもが楽しむことができ

るようにするとともに、これま

で育んできた文化芸術を次世代

につなげることが重要です 

文化芸術を停滞させることな

く、だれもが文化芸術を楽しむ

ことができるようにするととも

に、これまで育んできた区の文

化を次世代につなげることが重

要です 
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No. ページ 新 旧 

44 

Ｐ50 

① だれ

もが、い

つでも、

どこでも

文化芸術

を鑑賞で

きる環境

づくり 

１年間に文化芸術を鑑賞した人

の割合 

１年間のうちに文化芸術を鑑賞

したことがある方の割合 

45 

Ｐ51 

■大学と

の連携に

よる文化

イベント

の実施 

大学と連携し、文京ゆかりの作

家の作品を課題作とした朗読コ

ンテストなど、各種文化イベン

トを実施します 

文化人顕彰事業の一環として行

うもので、文京ゆかりの作家の

作品を課題作として、朗読コン

テストを行います 

46 

Ｐ51 

■活動に

つながる

文化芸術

の鑑賞機

会の提供 

■活動につながる文化芸術の鑑

賞機会の提供 

■活動へとつながる文化芸術の

鑑賞機会の提供 

47 

Ｐ52 

② だれ

もが文化

芸術活動

を楽しむ

ことがで

きる機会

の創出 

１年間に文化芸術活動をした人

の割合 

１年間のうちに文化芸術活動を

したことがある方の割合 

48 

Ｐ52 

■区にゆ

かりがあ

る文化の

体験機会

の提供 

能楽や競技かるたなど区にゆか

りがある文化資源の魅力に触れ

られるよう、講演会や体験イベ

ント等を実施します。 

小倉百人一首競技かるたや宝生

流能楽など区にゆかりがある文

化資源の魅力に触れられるよ

う、講演会や体験イベント等を

実施します。 

49 

Ｐ54 

③ 文化

芸術を支

える人材

の育成支

援の充実 

これまで地域で育まれ、受け継

がれてきた文化や芸術を普及・

継承していくためには、子ども

達を含む次世代を担う人材を育

成することが重要です 

これまで地域で育まれ、受け継

がれてきた文化や伝統を普及・

継承していくためには、子ども

達を含む次世代の文化芸術を担

う人材を育成することが重要で

す 
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No. ページ 新 旧 

50 

Ｐ54 

③ 文化

芸術を支

える人材

の育成支

援の充実 

区文化芸術事業への未成年の参

加者数 

目標値 1,500 人 

区文化事業への未成年の来場者

数 

目標値 1,000 人 

51 

Ｐ54 

■文化芸

術の鑑賞

及び発表

の機会の

提供 

文化庁の支援制度である伝統文

化親子教室で、華道や謡曲等の

伝統文化を学んだ子ども達の発

表の場や、 

伝統文化親子教室で学んだ子ど

も達の発表の場や、 

52 

Ｐ56 

④ 地域

の資源を

活かした

まちづく

りの推進 

文京ふるさと歴史館と森鷗外記

念館の区民認知度 

区立文化施設の区民認知度 

53 

Ｐ56 

■他分野

との連携

による文

化資源の

発信・活

用 

文化資源の有効活用を行うた

め、庁内の連携を推進していき

ます。 

（記載なし） 

54 

Ｐ56 

■資料の

保管に関

する検討 

寄贈などで区が保管している資

料の保管場所及び保管方法等に

ついて、今後の取扱を庁内で検

討していきます。 

（記載なし） 

55 

Ｐ57 

イ 特色

ある文化

資源の魅

力の確認

や再発見

とその発

信 

区の様々な魅力を知ってもらう

ためには、区内の文化資源に関

する資料の収集や調査研究を行

い 

区に愛着を持ってもらうために

は、区の様々な魅力を知っても

らうことが必要です。そのた

め、区内の文化資源に関する資

料の収集や調査研究を行い 
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No. ページ 新 旧 

56 

Ｐ57 

■区内の

文化財、

文化遺産

等 の 保

護・活用 

指定文化財を中心に、区内にあ

る文化財について調査・記録を

行い、保護に努めます。関連事

業の実施や標示板の設置等を行

うことにより、文化財への理解

を促し、調査成果をひろく周知

します。 

また、公開事業や観光事業等に

おいて、文化財を活用する取組

も進めていきます。 

（記載なし） 
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４．観光 

No. ページ 新 旧 

57 

Ｐ59 

① 環境

変化に柔

軟に対応

した新た

な観光ス

タイルの

確立 

また、参加型とオンライン型を

融合させた新しい観光スタイル

の取組をはじめ 

また、リアルとヴァーチャルを

融合させた新しい観光スタイル

の取組をはじめ 

58 

Ｐ62 

④ 交流

・連携・

協力によ

る新たな

観光事業

の推進 

海外の姉妹都市・友好都市等と

の交流を進め、国内交流事業や

国際交流フェスタ等を通じ 

海外の姉妹都市・友好都市等と

の交流を進め、国際交流フェス

タや国内交流事業等を通じ 

59 

Ｐ65 

■多様な

ニーズに

対応した

区内周遊

ルートの

提案 

これまでの観光ルートに加え、

スポーツや文化芸術等の要素を

取り入れたルートを提案し、区

内の一体的な周遊を促進します 

これまでの観光ルートに加え、

スポーツや文化芸術等を取り入

れたルートを提案し、区内の一

体的な周遊を促進します 

60 

Ｐ67 

イ 情報

発信環境

の整備 

及び観光インフォメーションで

の情報発信等をさらに充実さ

せ、区内観光の情報発信力を強

化します 

及び観光インフォメーションで

の情報発信等をさらに充実さ

せ、リアルとヴァーチャルの両

面から、区内観光の情報発信力

を強化します 
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５．国内・国際交流 

No. ページ 新 旧 

61 

Ｐ70 

② 区民

ニーズの

把握と興

味・関心

に応じた

取組の充

実 

実態調査によると、国内・国際

交流に関する区の取組を入手し

ていない区民は 29.3％と他分野

よりも高い一方で、外国人との

交流の推進に向けて区がより力

を入れるべき取組は「区発信の

情報を、外国人にわかりやすく

提供する」が 55.2％となってお

り、情報発信にも課題があるこ

とがうかがえます。 

特に、区内在住・在学外国人の

ニーズをより具体的に把握する

ためには、外国人  

を対象とした定期的なアンケー

ト調査や対面またはオンライン

によるヒアリング調査など、意

見を収集する取組や、外国人自

らが気軽に意見を発信しやすい

場や機会を設けることが重要で

す 

特に、区内在住・在学外国人の

ニーズをより具体的に把握する

ためには、外国人を対象とした

定期的なアンケート調査や対面

またはオンラインによるヒアリ

ング調査など、意見を収集する

取組や、外国人自らが気軽に意

見を発信しやすい場や機会を設

けることが重要です。 

さらに、実態調査によると、国

内・国際交流に関する区の取組

を入手していない区民は 29.3％

と他分野よりも高い一方で、外

国人との交流の推進に向けて区

がより力を入れるべき取組は

「区発信の情報を、外国人にわ

かりやすく提供する」が 55.2％

となっており、情報発信にも課

題があることがうかがえます 

62 

Ｐ71 

③ 体験

から継続

までを見

据えた連

続性の重

視 

新たな交流機会のきっかけづく

りにつなげることなどが考えら

れます。さらに、継続性を維持

するためには、たとえ遠方であ

っても本区と継続的に関心や関

わりを持つ「関係人口」の創出

を目指す必要があり 

新たな交流機会のきっかけづく

りにつなげることなどが考えら

れます。また、たとえ遠方であ

っても本区と継続的に関心や関

わりを持つ「関係人口」の創出

を目指す必要があり 

63 

Ｐ74 

（３）施

策体系の

考え方 

国内交流自治体、国際交流都

市、本区に関心や関わりを持つ

「関係人口」の創出をねらいま

す 

国内・国際交流自治体又は本区

に関心や関わりを持つ「関係人

口」の創出をねらいます 

64 

Ｐ75 

① 国内

交流自治

体との交

流促進と

相互発展 

交流自治体の住民と区民の交流

を促進するため、ICT を活用し

てその自治体の魅力を発信し周

知を図り、交流機会をより一層

増やすとともに、関係各課との

連携を通じて交流機会のさらな

る充実も図ります。また、交流

自治体と本区のみの交流に留ま

らず、交流自治体間の連携や交

流も促し、相互に地域の活性化

を図ります 

各協定自治体の住民と区民の交

流を促進するため、ICT を活用

してその自治体の魅力を発信し

周知を図り、交流機会をより一

層増やすとともに、関係各課と

の連携を通じて交流機会のさら

なる充実も図ります。また、各

協定自治体と本区のみの交流に

留まらず、各協定自治体間の連

携や交流も促し、相互に地域の

活性化を図ります 



13 

No. ページ 新 旧 

65 

Ｐ77 

■地域の

伝統文化

や慣習の

学びを通

じた交流

機会の充

実 

交流自治体の伝統文化や歴史、

風習に触れ、学ぶことは、その

土地の理解につながるととも

に、住民との交流や訪問意欲の

向上が期待できます。そのた

め、多様な区民の興味・関心に

応じた交流自治体に対する学び

をきっかけに、交流を促す取組

を行います 

国内交流自治体の伝統文化や歴

史、風習に触れ、学ぶことは、

その土地の理解につながるとと

もに、国内交流自治体における

住民との交流や訪問意欲の向上

が期待できます。そのため、多

様な区民の興味・関心に応じた

国内交流自治体に対する学びを

きっかけに、交流を促す取組を

行います 

66 

Ｐ79 

イ 国際

理解に向

けた情報

の収集・

発信・共

有 

また、区内在住・在学の外国人

が気軽に意見や考えを発信でき

る場を創出します 

また、区内在住・在学の外国人

が気軽に意見や考えを発信でき

る場づくりを図ります 

67 

Ｐ79 

■学びを

通した国

際交流の

促進 

区内教育関係団体等と連携し、

語学や外国の文化、歴史等の学

びを通して国際理解を深め、多

様な区民に国際交流の関心喚起

を促す取組を行います 

教育機関や学習機会の場におい

て、語学や外国の文化、歴史等

の学びを通して国際理解を深

め、多様な区民に国際交流の関

心喚起を促す取組を行います 

68 

Ｐ80 

■外国人

の過ごし

やすさに

配慮した

言語環境

の充実 

今後、新型コロナウイルス感染

症の感染状況の改善によって、

訪日外国人が増えると予想され

ます 

新型コロナウイルス感染症が収

束し、アフターコロナの社会で

は訪日外国人が増えると予想さ

れます 

69 

Ｐ81 

■外国人

とともに

創る異文

化交流の

機会の創

出 

従来行われてきた国際理解促進

事業を基盤として、その事業の

企画・立案・運営の段階で外国

人の参画を促すとともに、国際

理解をより一層効果的に深める

ことができる異文化交流事業を

展開します 

従来行われてきた異文化交流の

機会を基盤として、その事業の

企画・立案・運営の段階で外国

人の参画を促すとともに、国際

理解をより一層効果的に深める

ことができる異文化交流の機会

をつくります 
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第３章 計画の推進体制と評価の考え方 

No. ページ 新 旧 

70 

Ｐ84 

１．計画

の推進体

制 

一方、「文京区アカデミー推進

協議会」では、次年度の事業実

施に活かすため 

一方、「文京区アカデミー推進

協議会」では、次年度に活かす

ため 

71 

Ｐ84 

１．計画

の推進体

制 

※図の追加 

「本計画の推進体制」 

（記載なし） 

72 

Ｐ85 

２．評価

の考え方

と PDCA

サイクル 

今までのアカデミー推進計画

は、毎年度、主に事業の実施状

況に着目し、定性的な評価を行

ってきましたが、このような方

法による評価では、事業自体の

進捗状況は把握できるものの、

事業によって区民にもたらされ

る成果がわかりにくいという課

題がありました。 

本計画では、定性的かつ定量的

な方法で計画の達成状況を評価

するため、可能な範囲で指標と

その目標値を設定します。指標

とその目標値は、各事業により

区民にもたらされる成果である

こと、区民を対象に行う実態調

査の結果等、既存の調査結果か

ら収集できるものを優先的に活

用することを基本としていま

す。 

本計画では、毎年度、事業の実

施状況を把握し、点検・評価を

行います。計画期間中間年度の

点検・評価では、事業の実施状

況に加え、区民を対象に行う実

態調査の結果等を用い、指標の

達成状況について評価を行いま

す。 
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その他 

No. ページ 新 旧 

73 
全体 ※ユニバーサルデザインフォン

トに修正 
－ 

74 
全体 ※フルカラーで章扉や見出し等

をデザイン化 
－ 

75 

Ｐ17 

第２章  

５分野の

施策 

※章扉に以下の文言を追加 

「本計画は、計画期間中であっ

ても、社会情勢の変化に応じて

柔軟に取組を検討・実施してい

きます。 

特に、計画策定時は、新型コロ

ナウイルス感染症の収束が見通

せない状況下であったため、ウ

ィズコロナの社会及び新しい生

活様式に対応した非接触型のコ

ミュニケーションによる取組を

重視しました。今後、新型コロ

ナウイルス感染症の改善状況に

応じて、接触型でのコミュニケ

ーションによる取組も充実させ

ていきます。」 

（記載なし） 

76 

Ｐ23～ 

（５）基

本方針ご

との具体

的な取組 

※５分野それぞれ以下の内容を

追加 

【分野間連携】 

（記載なし） 

77 

Ｐ88 

第 ４ 章 

分野別事

業一覧 

※一覧表の見方と一覧表の追加 （記載なし） 

78 
Ｐ119 

資料編 

※参考資料の追加 （記載なし） 

 


